
事業報告概要書（公表版）
１　基本情報

施設名又はグループ名 指定管理者名及び団体概要

（指定管理者名）　西武・狭山丘陵パートナーズ

指定期間

H28.4.1　～　R5.3.31　（7年間）

２　施設名 ３　収支（単位：千円）

収入　計
指定管理料
利用料金

支出　計
収支差

４　管理運営の概要

５　管理状況（維持管理）

実施方法：

狭山公園
八国山緑地
東大和公園

中藤公園
７　入園者数の状況（単位：人）

施設名 当該年度 分析
狭山公園
八国山緑地
東大和公園

中藤公園

合　計

4.33.9 3.9 3.6 3.7

4.6
4.4

4.7 4.5 4.6 4.5 4.6
4.4 4.3 4.3 4.2
4.5 4.2 4.4 4.3

4.5 4.5 4.4 4.6

公園別支出額
421,199

・コロナ禍では利用者増となり、感染症防止対策グッズや看板
などの日用消耗品代、駐車場警備費や水道代が増加した。過不
足なく収支することができた。

内
訳

421,199

421,199
0

６　利用者アンケート結果
各公園で調査表を配布、調査員または回収箱へ
の投函による回収、Webアンケート

（団体の概要）西武造園株式会社、西武緑化管理株式会社、NPO法人 NPO birth、NPO法人 地域自然情報
ネットワーク、一般社団法人 防災教育普及協会

西武・狭山丘陵パートナーズでは、これまでの14年間で培ってきたノウハウやネットワークを活かして、里山が持つポテンシャルをさらに鮮明に引き出し、持続可能な社
会に貢献する公園づくりを推進する。オリンピック・パラリンピック開催という、またとないチャンスを活かして東京の宝物である狭山丘陵から「SATOYAMA」を広く発信
し、レガシーとして長く受け継がれる取り組みに発展させていく。
指定管理者として第3期の5年目である令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の中で管理運営を進めた。新たな生活様式×公園・野外体験需要に応える取組
として狭山公園ではオンライン予約＆チケットレス、ライブ配信とソーシャルディスタンスを保った「さとやまナイトフェスティバル」、野山北・六道山公園では田んぼ
体験の代替として新たに「KISHITANBOフォトスポット＆フォトコンテスト」などを実施。今年度多数の被害が確認された「ナラ枯れ」については調査と対応を迅速に行っ
たほか、6市町4団体で「狭山丘陵広域連絡会」にて情報交換し狭山丘陵一丸となっての対応計画を検討した。丘陵全体で減少傾向にあるアカマツについては東大和公園で
再生プロジェクトをさらに進め、中藤公園でも保全を始動。野山北・六道山公園では埼玉県側の市民団体「公益財団法人トトロのふるさと基金」と連携し実生提供を実
施。八国山緑地は開園30周年を迎え、地元小学校と連携して公園オリジナルクイズを作成し、非接触型クイズラリーを開催。170名が参加し好評であった。前年度に続き、
ふたつ池の湿生植物復活のため、アメリカザリガニを3,500匹駆除し、取組成果を全国の水辺環境保全に関わる団体が参加するシンポジウムで発表。また多様な主体との
パートナーシップで環境保全、普及啓発、地域振興を推進しているこれまでの実績が評価され、第一回グリーンインフラ大賞「国土交通大臣賞」を受賞。新たな生活様式
と「SATOYAMA」が持つポテンシャルを活かした新しい取り組みを実施した。

【1.適切な維持管理を行うための取り組み】　公園スタッフによる日常巡回、専門家による定期施設点検、樹木一斉点検を全公園で実施した。不具合
箇所や危険箇所の早期発見に努め、安全性の確保を行うと共に、計画的な補修・修繕・改修を行う事で、予防保全を進めた。東大和公園では、隣接す
る住民要望を確認し、高木の計画管理を推進し気象災害に備えた。全公園で発生した「ナラ枯れ」にはいち早く害虫捕獲トラップを自作し成虫捕獲。
一斉調査を行い、計画をたて優先順位をつけて伐採を実施した。八国山緑地、野山北・六道山公園では野鳥の繁殖に配慮した維持管理手法を確立し
た。
【2.事故、自然災害や感染症等を未然に防ぐための安全対策、発生時の対応】新型コロナウイルス感染症対策として、新しい公園利用ルールの看板設
置やWebでの周知、園内放送の取組、施設に石鹸や消毒液の常備、受付のパーテーション設置や消毒など、各種対策を講じた。また急増した公園利用者
で狭山公園、野山北・六道山公園で駐車場混雑、道路渋滞の課題が発生し、警備員増強や看板設置など実施の上で東京都と協議を重ねて駐車場（全9か
所）と遊具の閉鎖を速やかに実施。また、気象災害の減災取組として野山北・六道山公園では前年に続き通学路周辺の高木の伐採、竹林コントロール
計画を作成し伐採、近隣への雨水流出対策で防護壁設置を実施し安全を確保した。
【3.要望やオリンピック・パラリンピックに向けた施設補修、施設改良への取り組み】　利用者や近隣住民から広く意見を収集し、要望を具体的に把
握、利用者の安全を第一に考えて対応した。狭山公園では、宅部池のウッドデッキの全面再塗装を行い、滑り止めでの安全確保や美観を保ち、施設長
寿命化を図った。野山北・六道山公園では、老朽化した木製の野外卓、ベンチ全328基について調査を行い、優先度をつけて改修を行った。また、緊急
事態宣言下での閉鎖した駐車場や遊具などの施設についてその間を活用し、修繕や周辺樹木の剪定等を実施した。

野山北・六道山公園

1,801,592

狭山丘陵グループ

狭山公園
八国山緑地
東大和公園
野山北・六道山公園
中藤公園

項目 金額

施設名
総合

満足度
植栽
管理

施設の
清潔さ

安全
・安心

職員の
応対

4.6

野山北・六道山公園

964,838
470,736
60,053

305,734

231

コロナ禍で公園に求められた健康増進、癒しの需要や、近場での観光需要で、大きく来園者増加。
尾根道のウォーキング利用、広場のレクリエーション利用で、来園者が増えたと考えられる。
森のあそび場整備、大径木管理で安心できる公園に。クイズラリーも好評。
コロナ禍での屋外レジャー需要で、アスレチック利用者が増加した。

徐々に知名度が上がっている。中藤公園周辺マップ作成、現地案内板設置により、PRしていく。

公表様式




